
ポートフォリオ分析レポート

患者・利用者満足度調査_入院 KPI 当院を親しい方にもすすめようと思いますか
対象集団 A27_金沢病院 分析対象 調査項目 (1)
人数 男性 女性

A ①病室・浴室・トイレの清潔さはいかがですか
B ②面会時間はいかがですか
C ③食事の内容はいかがですか
D ④食事の味はいかがですか
E ⑤あいさつ、言葉遣いなどの接遇はいかがですか
F ⑥プライバシー保護の対応はいかがですか
G ⑦医師による診察・治療内容はいかがですか
H ⑧医師との対話はいかがですか
I ⑨看護師の対応はいかがですか
J ⑩痛みや症状を和らげる対応はいかがですか
KPI 当院を親しい方にもすすめようと思いますか

該当項目
重点改善項目 (右下) 

重点維持項目 (右上) 

改善項目(左下) 

維持項目(左上) 

特異項目（左端）

※ 灰色の領域に位置する項目は特異項目で取り扱いに注意が必要です。

実施単位

85.3 - 85.7 86.4

88.3 0.55 89.6 87.8

83.3 0.53 88.4 88.9

68.4

78.4 0.35 81.9 - 82.3

満足度が比較的高く、KPIへの相関が高い項目です。改善度合いは大きくありませんが、こちらが下がると
KPIへの影響が大きいので、十分に満足度を保っていくように注意しなければなりません。

満足度が比較的低く、KPIへの相関が低い項目です。改善度合いが比較的大きいですが、こちらを改善して
もあまりKPIに影響がないかもしれません。余裕があれば取り組む項目です。

満足度が比較的高く、KPIへの相関が低い項目です。改善度合は大きくなく、KPIへの影響も少ないので取り
組みへの優先度は最も低くなります。
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満足度が比較的低く、KPIへの相関が高い項目です。改善度合いが比較的大きく、優先的に改善に取り組む
ことで高い効果を得ることが期待できます。

E, G, H, I

A, B, C, D, F, J

KPIへの相関が負の値となっています。満足度が高まることでKPIも高まることが通常期待される場合は、他
の要因による当該満足度とKPIへの強い影響の結果である可能性があります。注意して検討してください。
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ポートフォリオ分析レポート

患者・利用者満足度調査_入院 KPI 当院を親しい方にもすすめようと思いますか
対象集団 A27_金沢病院 分析対象 調査項目 (2)
人数 男性 女性

A ⑪精神的なケアはいかがですか
B ⑫事務職員の対応はいかがですか
C ⑬その他のスタッフの対応はいかがですか
D ⑭入院前の説明や病棟への情報伝達はいかがですか
E ⑮納得して治療を受けることができましたか
F ⑯退院後の療養にむけての説明はいかがですか
G
H
I
J
KPI 当院を親しい方にもすすめようと思いますか

該当項目
重点改善項目 (右下) 

重点維持項目 (右上) 

改善項目(左下) 

維持項目(左上) 

特異項目（左端）

※ 灰色の領域に位置する項目は特異項目で取り扱いに注意が必要です。

実施単位

85.3 - 85.7 86.4

- - - -

- - - -

78.2

- - - - -

満足度が比較的高く、KPIへの相関が高い項目です。改善度合いは大きくありませんが、こちらが下がると
KPIへの影響が大きいので、十分に満足度を保っていくように注意しなければなりません。

満足度が比較的低く、KPIへの相関が低い項目です。改善度合いが比較的大きいですが、こちらを改善して
もあまりKPIに影響がないかもしれません。余裕があれば取り組む項目です。

満足度が比較的高く、KPIへの相関が低い項目です。改善度合は大きくなく、KPIへの影響も少ないので取り
組みへの優先度は最も低くなります。
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満足度が比較的低く、KPIへの相関が高い項目です。改善度合いが比較的大きく、優先的に改善に取り組む
ことで高い効果を得ることが期待できます。
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KPIへの相関が負の値となっています。満足度が高まることでKPIも高まることが通常期待される場合は、他
の要因による当該満足度とKPIへの強い影響の結果である可能性があります。注意して検討してください。
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